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１．はじめに 

 

これまでの全国総合開発計画を中心とした国土

計画は、地域間格差を是正し均衡ある国土を目標と

して開発されてきた。今日では、地域間格差は縮小

しこれまでの諸課題は解決の方向に進んでいる反面、

地域の個性が失われ、自然環境が幾許か破壊されて

きたことを否めない 1)。さらに人口減少、少子高齢

の深刻化など時代は急変し、過渡期にあることを示

している。このような時代背景のもと「21 世紀国

土交通のグランドデザイン」の策定など地域づくり

に向けての超長期展望が各地で模索されている中、

その政策立案には、人口の推移など不確定要素が多

く存在し意思決定の際に困難な場面に遭遇すること

が予想される。またその計画策定の過程において住

民が参加する PI（Public Involvement）にも、住民

個人が持っている事実認識に相違があり意見の集約

が困難など具体的な手法について検討の余地を残し

ている。 

 本稿では、雪国での地域づくりを想定し、長期的

な計画において有意性のある方向を導くための、行

政、住民の双方がある程度の共通認識を形成したう

えで PI を実施するための、社会構造の歴史的変遷

を分析する手法を試行する。 
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２．歴史的変遷の社会構造分析手法の開発 

 

本研究での構造分析手法は、 DEMATEL 法

（Decision Making Trial and Evaluation Laboratory）

を用い、図-1 の分析フローに従い行う。 

 

図-1 分析フロー 

DEMATEL法とは、一対比較調査によって要素間

の関連を評価する方法で、農村の要素関係を分析し

地域づくりのあり方やクリークと人との関係の変遷

について検討することにも用いられている2)3)。 

(1)歴史図書文献からの要旨整理 

歴史的変遷の分析は、長期の時間に依存した事

実に基づくため、アンケート調査のような個々によ

る事実認識の相違の回避などの配慮から複数の図書

文献により統一性のある社会構造を抽出することが

望ましい。今回は、書籍「雪国の視座」4)を利用す

るもので、本書は「雪国と社会」や「雪国と技術」

など雪国と各分野との関連性により７章、５２各論

で構成されている。各論は、全国各地の雪に関する

専門家によって執筆され、２０世紀の雪国を総括し

２１世紀を展望した書であることから、理想的なサ

ンプルといえる。変遷の方向性をより確実性のある

ものとするため、本書にある各論それぞれについて

要旨をとりまとめる。表-1に要旨整理の例を示す。 

(1)歴史図書文献からの要旨整理 

(2)要旨からのキーワードの抽出（３０） 

(3)一対比較調査 

(4)象徴度、影響度を分析 

(5)社会構造モデルの作成 



表-1 要旨整理（例） 

章 各論 要旨 

第1章 

 

「雪と社

会」 

1.雪国で

あること 

雪国が今まで食料の生産拠点として、あるいは水資源の供給基地として守ってきたも

のを、これからどうやって国民全体でサポートしていくかということを真剣に考えて

いく必要がある。日本の国土の有効利用、あるいは安定した職業供給のためにも、人

びとが安心して、雪の降るところに住んでもらう。また、そこでの生産活動で十分生

活していけるような、またそこに住んでいることに生き甲斐を感じてもらえるような

地域コミュニティ、世の中の仕組みづくりというものが必要なってくるであろう。 

… … … 

第７章 

「２１世

紀の雪国

像」 

52.情報

社会と雪

国 

 

IT社会の到来は、雪国にとって、大きなチャンスであることは間違いのないところで

あろうし、この地域の魅力を伝える有力な手段が構築されてきたということも間違い

のないことである。しかし、当然のことだが、インターネットに接続すれば、明日か

ら地域が変わるというわけにはいかない。雪国の魅力をみずからが再認識し、「人」

と「人」の結びつきを大切にする社会を築く作業を不断に続ける必要がある。 

 (2) 要旨からの社会構造キーワードの抽出 

とりまとめた要旨に記述されている単語の中か

ら、雪国を象徴するキーワードを一対比較調査での

被験者と相談により「社会環境」「自然環境」「文

化・芸術」「道路交通」「技術」「防災」「経済」

の７分類に振り分けて30個抽出する。表-2に雪国を

象徴するキーワード示す。 

DEMATEL法は、当該問題と密接な関係を有する

人々の経験や直感を最大限利用しようとすることか

ら、被験者が持つ雪国の歴史的な事実認識に大きく

左右される。そのため被験者は、雪国に造詣の深い

人を選出した。 

表-2 雪国を象徴するキーワード（３０） 

 

(3)一対比較調査 

被験者に表-2の中から「近代の雪国」と「現代

の雪国」のぞれぞれの時代を象徴するキーワードを

選別してもらい、その選別したキーワードを対象に

一対比較調査を行った。この手法により過去の時間

が持つ社会構造を抽出する。 

キーワード間の影響度は、「きわめて大きい」

「大きい」「やや大きい」「大きくない」の4段階

評価とした。 

(4)象徴度と影響度の分析 

一対比較調査から総合影響行列を求める。総合

行列から求めた影響度と被影響度の和は、そのキー

ワードがどの程度中心的な役割を果たしているのか

を表すことから「中心度」と呼ばれる。今回は「象

徴度」と呼び、その時代における象徴の程度を表現

するものとする。また「影響度」とは、他のキーワ

ードに対する影響の程度を示す。 

(5)社会構造モデルの作成 

「象徴度」の大きさと「影響度」の大きさと方

向のみを表現した社会構造モデルを作成する。キー

ワードは、7分類に従い分別したうえでそれぞれ配

置する。「象徴度」の程度は、円の大きさで表現し、

視覚的に判断しやすいように配慮する。「影響度」

についても、0.05以上のものを利用し、より社会構

造の関係性を明確に分析できるようにする。 

上記の手法により作成した社会構造モデルを図-

２に「近代の雪国」、図-３に「現代の雪国」をそ

れぞれ示す。 

 

３．社会構造分析 

 

「近代の雪国」と「現代の雪国」の社会構造を

それぞれ考察したうえで、両者を比較し雪国の歴史

的変遷を分析する。 

 

分類 キーワード 

高齢化 雪寒法 ハンデ

ィキャ

ップ 

教育 

健康 地域づく

り 

コミュニ

ティ 

バリアフ

リー 

福祉 医療 道路構

造令 

国際化 

社会環境 

行政 地域住民   

自然環境 自然環境    

文化・芸術 伝統・文化 雪祭り 芸術  

交通 道路交通 除雪   

技術 IT 商品開発 ITS  

防災 雪崩 雪害 防災 被害 

経済 
ビジネス 観光 スポー

ツ 

 



図-２ 「近代の雪国」の社会的構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-３ 「現代の雪国」の社会的構造 
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３.１「近代の雪国」の社会構造モデル 

 

選別したキーワードをみると「雪寒法」「道路交

通」「道路構造令」「除雪」など雪と道路に関連した

ものが並び、積雪によって道路交通が遮断され、社

会生活に支障をきたしていた当時の社会構造が読み

取れる。冬期の交通を確保し安全な社会生活を営む

ことが一義的な目標となっていた「克雪の時代」を

象徴している。特に「雪寒法」（「積雪寒冷特別地域

における道路交通確保に関する特別措置法」の略

称）が大きく他の要因に影響していることがわかる。

そして他の要因とは、「被害」「雪害」「ハンディキ

ャップ」などマイナスイメージのキーワードである。 

当時の社会には、とりあえず冬期の道路交通を

確保し雪に強い地域づくりをしてほしいという単方

向のニーズが存在していたと考えられる。 

 

３.２「現代の雪国」の社会構造モデル 

 

キーワードの関連性をみると「地域住民」と

「行政」が強固に相互影響を形成し、「ＩＴ」「バ

リアフリー」「国際化」など現代の時代背景を象徴

する社会的要因に影響を受けながら「地域づくり」

を行っているという構図が伺える。 

選別されたキーワードをみると「ビジネス」

「観光」からは、雪国において自然資源でも観光資

源でもある「雪」を有効に活用している「雪おろし

ツアー」などの商業観光が連想される。また「近代

の雪国」で見られた「雪害」や「ハンディキャッ

プ」といったマイナスイメージのキーワードはみら

れず、一見すると雪国とは思えない社会構造となっ

ている。 

これまで邪魔者であった雪をなんとか利用しよ

うと積極的に試みる「利雪の時代」が「現代の雪

国」に存在している現われと考えられる。 

 

３．３「近代の雪国」と「現代の雪国」の比較 

 

「近代の時代」を構成しているキーワードは、

冬期交通の確保に関連したものがほとんどで単一的

な社会構造が伺える一方、「現代の時代」では、

「ＩＴ」や「自然環境」といった様々な分野のキー

ワードで構成され、複雑で多様化が益々進行してい

る今日の社会構造を反映しているものとなった。 

その歴史的変遷は、過去の雪国社会に存在した

雪害を克服しようとする「克雪の時代」から、今で

は主に法整備と除雪技術の発展により克服され、積

雪地域以外と同様の社会生活を営み、さらに雪を利

用しようと考えるまでになった「利雪の時代」の到

来を再認識するものである。 

地域づくりという観点から考察すれば、相対的

には「雪」という積雪地域固有の財産が注目を増す

こととなり、積雪地域以外から羨ましがられる

「雪」資源を有効活用した個性ある地域づくりを目

指す好機が訪れたように感じられる。 

 

４.結論 

 

雪国を通して、社会構造の歴史的変遷を分析す

る手法として、DEMATEL法を用いて試行した。 

「近代の雪国」と「現代の雪国」の社会構造を

比較した場合、明らかな相違があることから、ある

程度、時間に依存した社会構造を分析することがで

きたといえる。 

今回の手法によって得られる歴史的な社会構造

が持つダイナミズムな変遷をPIの場において、行政

と住民が共通認識を形成することに活用し、目指す

べき方向の統一性を図ることに寄与できると思われ

る。 

今後の課題項目としては、社会構造をキーワー

ドの関連性によって表現するため、主語、述語、目

的語など言語構造が持つ意味を反映しづらく、その

把握には主観が大きく影響するため、分析者の専門

性も問われることとなる。 
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